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一 般 演 題

1　術中，側頭葉の部分吸引を要した破裂右中大

脳動脈癌の 1 例

小 田 温 ・ 高 尾 哲 郎 ・ 佐 藤 元

小出 章

村上総合病院 脳神経外科

症例は 5 1 歳, 男性 . 頭痛 ･ 暗吐, ならびに性格

変化を主訴に 来院 . C T で は rt Syl vi a n 丘s s u r e に限

局 し た cl ot を認 める程度の 軽症 の S A H で あ っ た

が
,
病歴 か ら は 2 0 日前と 2 日前に 計 2 度の 動脈

癌破裂を来 た した もの と考 えられた . 脳 血管写に

て 右中大脳動脈癌を認め ,
2 度目の破裂 か ら 4 日

目に clip p in g 手術を施行 した .

①術中の C S F の 流出は良好 であ っ た が ,
十分

な b r ai n r el a x ati o n が得られなか っ た .

② s M C V が発達 して おり ,
か つ f r o n t al l o b e か

ら太 い d r ai n i n g v e in が s p h e n o p a rie t al si n u s に 流

人 して い た .

③t e m p o r al o p e r c ul u m が発達 して い た, などの

諸条件が重なり
,
S yl vi a n fi s s u r e を十分 に剥離 し

て も M l と M 2 a n t e ri o r t r u n k し か 確認 で き なか

っ た .

s M C V の 剥離など さま ぎまな方法を試み たが ,

十分 な視野 が得 られなか っ た . t e m p o r all o b e の 強

い 圧排 は p r e m at u r e r u p t u r e や c o n t u si o n 形成の

可能性 が大き い と考え ,
や む なく t e m p o r al l o b e

の 部分吸引を行 っ た .
こ の 操作に より動脈癌な ら

び に M 2 p o st e ri o r t r u n k が確認 で き安全に clip -

p i n g を施 行 で き た . c li p p i n g 手術 に お い て は

b r ai n を吸引する こ と は基本的 に行 う べ き で な い

手技で はある が
,
他の 方法と の相対的な危険度を

考慮 した上で施行する の も有用な方法と考え発表

した .

2　未破裂左中大脳動脈瘤の1例

竹 内 茂 和 ・ 谷 口 禎 規 ・ 藤 本 剛 士

大島 将之

長岡中央綜合病院 脳神経外科

慢性副鼻腔炎の 術前検査と して 行 っ た頭部 C T

に て 発見 され た末破裂左中大脳動脈癌 ( 最大径

2 0 m m ) の 手術例を報告する .

6 1 歳
,
女性 . 神経学的に は異常な し. 単純 C T

で石灰化を伴う脳動脈痛が疑われ,
当科を紹介受

診 し た. 脳血管撮影 で は ,
M l か ら上後方に突出

し
,
横長 (d o m e の 長軸は M l に平行) の 褒状動

脈癌 ( と考 えられた) で ,
最大径は約 2 0 m m であ

っ た . N e c k は動脈癌の 遠位部 に存在 し, そ の 長

軸は M l に沿 っ て ,
d o m e の 約半分の 長さと考 え

られた . A l は造影されず ,
動脈癌自体か ら穿通枝

は出て い なか っ た .

患者の 手術希望が強く ,
放置 した場合の 巨大化

も考え
,
現時点 で clip pi n g 可能と判断 し, 手術施

行 した . 手術に臨み
,
e n ci r cl e d clip の 使用も念頭

に置 い て ,
種類と数を確認 して お い た. 術中所見

で は
,
A l は存在せ ず, 動脈癌の n e c k は M l の ほ

ぼ 2 / 3 位 (月削血管撮影 で の 判断よりも長 い) の

長さ であ っ た . 動脈癌は嚢状と考 えて手術を行 っ

たが
,
術中所見 で は紡錘状と思われた . 動脈癌前

後 の M l か ら 穿 通 枝 が 数 本 分岐 し て い た が ,

d o m e か らの 穿通枝は認められなか っ た ため ,
M l

に t e m p o r o a r y t r a p p i n g を行 い ,
動脈癌を 2 6 G

n e e dl e で 穿刺,
血液を吸引 した . S u gi t a

'
s e n ci r -

cl e d clip ( ri n g 直径 5 m m ) 3 本を t a n d e m 状 に

M l に 平行 に掛 け た . t e m p o r a ry clip pi n g の 時間

は
,
M l 近位部 で 4

-
2 4
-I

,
遠位部は 2 -0 7 -- で あ っ た .

術後神経症状 なく ,
C T 上病変 出現な し . 脳血

管撮影 で は M l の 僅か な狭窄を来 し たが ,
動脈癌

は消失 して い た .

【結語】 e n ci r cl e d clip 使用に あた っ て は , 事前

に組み合わせ を検討 して おく こ と
,
お よび親動脈

の 十分な内腔確保に 留意すべ きで ある .


